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介
護
保
険
の
枠
組
み
が
変
わ
り
ま
す

〝
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
” 

４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
、
後
期
高
齢
者
と
な
る
９
年
後
。
後
期
高
齢
者
数
が
前
期
高
齢
者
数
を
上
回
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加
し
、
生
活
支
援
の
ニ
ー
ズ
も
増
加
。
そ
し
て
、
見
込
ま
れ
る
介
護
保
険
給
付
費
の
増
大
。

そ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
介
護
保
険
の
枠
組
み
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を

続
け
る
た
め
に
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
だ
け
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
多
様
な
主
体
に
よ
る
支
援
や

地
域
の
助
け
合
い
な
ど
、
地
域
全
体
で
高

齢
者
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
自
身
も
自
分
な
り
に
社
会

で
の「
役
割
」や「
生
き
が
い
」を
持
つ
な

ど
、
周
囲
の
人
と
の「
つ
な
が
り
」を
持
ち

支
え
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
た
び
、介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、

全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、

よ
り
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
き
め
細
や
か

な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
高
齢
者
の
介
護
予
防

と
日
常
生
活
の
自
立
」
を
支
援
す
る
「
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
総

合
事
業
）」
を
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
高
齢
者
の
実
情
。

対
応
に
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
多
様
化

介護予防・生活支援サービス事業

▶問い合わせ　　
本高齢福祉課

☎0287（62）7327

基本チェックリストの確認で利用の決定がで
き、サービス利用の手続きが簡単になります。相談　地域包括支援センター、高齢福祉課、各支所まで

基本チェックリスト
　　　　　　　による確認

非該当
（自立）

非該当
（自立）

介護予防サービス

介護予防・生活支援サービス事業
・訪問型サービス     ・通所型サービス

従来の介護
サービス

総合事業
該当者

要支援1
要支援2

要介護
１～５

要介護認定
　　　　　　を申請

◇訪問型サービス
ヘルパーなどが訪問し、利用者とともに調
理や掃除などを行い、利用者が日常生活に
おいて、自分でできることを増やせるよう
に支援します。

◇通所型サービス
デイサービス事業所などで、生活機能の
維持向上のための体操や筋力トレーニン
グなどのサービスが受けられます。

いきいき百歳体操、介護予防サポーター養成講座、出前講
座（介護予防のための運動や口腔、栄養、認知症予防など）

〇そのほかの介護予防のための通いの場
元気アップデイサービス※、介護予防筋力トレーニン
グ※、生きがいサロン、街中サロン

（※要介護・要支援認定者と事業対象者ではない人が利用可。）

市内の地域包括支援センターはこちらです
 名称  所在地  電話番号 ☎0287  担当地域※

 地域包括支援センター 寿山荘  住吉町 5-10  （62）9655  黒磯地区・厚崎地区の一部
 稲村いたむろ地域包括支援センター  東原 166  （60）3361  稲村地区・高林地区
 地域包括支援センター あぐり  鍋掛 1416-3  （73）2550  豊浦地区・厚崎地区の一部
 地域包括支援センター さちの森  野間 453-23  （60）1333  鍋掛地区
 地域包括支援センター 秋桜の家  大原間 83  （65）2972  東那須野地区
 西那須野西部 地域包括支援センター  上赤田 238-658  （37）8183  西那須野西部地区
 地域包括支援センター とちのみ  井口 533-11  （37）1683  西那須野東部地区
 しおばら地域包括支援センター  下田野 282-6  （35）3745  塩原地区

介護給付

一般介護予防事業

変更なし

移行

充実

変更なし

・小規模多機能型居宅介護
・福祉用具貸与など

介護予防給付

一次予防事業
二次予防事業

総合事業

・訪問介護
・通所介護

・訪問型サービス
・通所型サービス

対象：65歳以上の全ての高齢者
　　  とその支援者

介護予防給付
・小規模多機能型居宅介護
・福祉用具貸与など

対象：要支援１・２
対象：要支援１・２

対象：要介護1～5
介護給付 対象：要介護1～5

・福祉用具貸与
・小規模多機能型居宅介護 など

一般介護予防事業

“介護予防・生活支援サービス事業”と“一 般
介護予防事業”で構成。市独自のサービス
を加えるなど、一人ひとりの状況に応じた
サービスが利用できるようになります。

※基本チェックリスト
　健康状態や日常習慣など全26項目の
質問に回答。回答結果により、　事業
の該当者かどうか判別されます。

一般介護予防事業

次のように変わります利用の流れ

介護予防・生活支援
　　　　　　  　サービス事業

対象：要支援1・2
基本チェックリスト※で事
業対象者と判断された方

月から4 月まで3


